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１ 本書の目的 

本書は、地方公会計標準ソフトウェアのログ収集や DBバックアップ／リストア、初期登録

ユーザ（admin）パスワード初期化、団体名称変更等の運用業務を行うための手順を提示す

ることを目的とします。本書を用いることにより、地方公会計標準ソフトウェアの障害発

生時等に、原因の究明や障害復旧にかかる時間を短縮すること等が可能です。また、地方

公会計標準ソフトウェアヘルプデスクにお問合せいただいた場合に、お問合せ内容により、

問題解決のために本書に示す手順に従って取得したログやバックアップ等の資料の送付を

依頼することがあります。 

 

２ 前提条件 

本書を利用する際の前提条件を以下に示す。 

・別冊資料「システム仕様書」に示すハードウェア仕様及びミドルウェア仕様を満たす

稼働環境で地方公会計標準ソフトウェアを稼働していることを前提とします。 

・別冊資料「インストール手順書」の「1.1 地方公会計標準ソフトウェアの前提環境」の

「事前に決めておく必要のある本手順書で使用する項目」の「本手順書内に記載して

いる作業フォルダ」を推奨値「C:\kokaikei」以外に設定した場合は、本手順書に記載

している「C:\kokaikei」フォルダを、適宜設定したフォルダに読み替えてください。 

 

３ システム運用に係る運用ツールのファイル構成 

地方公会計標準ソフトウェアのログ収集やバックアップ／リストア、初期登録ユーザ

（admin）パスワード初期化、団体名称変更等に使用するシステム運用に係る運用ツール（以

下、「運用ツール」という。）を別途提供します。運用ツールは、地方公会計標準ソフトウ

ェアを新規でインストールする場合は、別冊資料「インストール手順書」のとおりインス

トールを、地方公会計標準ソフトウェアをすでにインストール済みの場合は、別冊資料「バ

ージョンアップ手順書」のとおりセットアップを実施すると、「C:\kokaikei\setup_zaims」

フォルダ下に「unyo_tools」が格納されています。「C:\kokaikei\setup_zaims\unyo_tools」

フォルダ内のファイル構成を、図 3-1 に示します。 
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図 3-1 運用ツール「unyo_tools」フォルダ内のファイル構成 
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４ 運用業務手順 

４．１ 本書に示す運用業務 

本書に示す運用業務は、表 4-1 のとおりです。 

 

表 4-1 本書に示す運行業務 

項

番 

区分 1 区分 2 運用業務 業務内容 運用ツール 

ファイル名称 

備考 

1 日次 業 務 時

間以外 

バックアッ

プ 

地方公会計標準ソフトウェアの

障害発生時等にデータベースや

ファイルを復旧するために必要

なバックアップファイルを出力

する。 

・ DBbk01_DB

バ ックアッ

プ.bat 

・APbk01_ファ

イルバックア

ップ.bat 

業務時間終

了以降に実

施。 

2 年次 シ ス テ

ム 停 止

日 

DB 再編成 データベースの使用量を増大さ

せないように不要なデータを削

除するためにデータベースの再

編成を行う。ただし、本バッチを

実行中はオンラインサービスを

停止するため、地方公会計標準ソ

フトウェアを使用することがで

きない。 

・ DBmt10_DB

再編成.bat 

・DBmt90_DBA

権限付与.bat 

・DBmt91_DBA

権限削除.bat 

 

3 随時 業 務 時

間以外 

団体名称変

更 

インストール時に初期設定した

団体名称及び略称を変更する必

要がある場合に、団体名称及び略

称を変更する。 

DBud01_ 団体

名称変更.bat 

業務時間終

了以降に実

施。 

4   admin ユー

ザパスワー

ド 初期化 

システム管理権限を持つ初期登

録ユーザ「admin」のパスワード

を忘れてしまった場合等に、

「admin」のパスワードを初期化

する。 

DBud02_admin

ユーザパスワ

ー ド 初 期

化.bat 

 

5   稼働年数カ

ウントアッ

プ 

固定資産台帳に登録されている

稼働年数を更新する必要がある

場合に、任意の基準日から取得年

月日または供用開始年月日まで

の差分の年数を自動計算して更

新する。 

DBud03_ 稼働

年数カウント

アップ.bat 

 

6   建設仮勘定

資産の所属

変更 

固定資産台帳に登録されている

建設仮勘定資産の所属を変更す

る必要がある場合に、指定した建

設仮勘定資産の所属コード、上位

所属コード、最上位所属コードを

更新する。 

DBud04_ 建設

仮勘定資産の

所属変更.bat 
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項

番 

区分 1 区分 2 運用業務 業務内容 運用ツール 

ファイル名称 

備考 

7  シ ス テ

ム 障 害

時 

 

プロセス確

認 

地方公会計標準ソフトウェアが

動作するために起動している必

要のある Web/AP サーバのプロセ

スが、起動していることを確認す

る。 

・APck01_プロ

セス確認.bat 

・Apck01_プロ

セ ス 確 認

（ 日 々 仕

訳）.bat 

システムが

使用できな

くなった際

に実施。 

8 地方公会計標準ソフトウェアが

動作するために起動している必

要のある DB サーバのプロセス

が、起動していることを確認す

る。 

DBck01_ プロ

セス確認.bat 

9   プロセス起

動（手動） 

地方公会計標準ソフトウェアの

業務開始時にシステムを開始す

るために必要な処理。別冊資料

「インストール手順書」のとお

りにインストールを行うと、OS

再起動時に自動でプロセス起動

する設定を行うことができるた

め、通常は手動起動する必要は

ない。 

- 手動でプロ

セス起動や

停止を行う

場 合 に 実

施。 

10  プロセス停

止（手動） 

地方公会計標準ソフトウェアの

業務終了時にシステムを停止す

るために必要な処理。OS 再起動

時に自動でプロセス停止するた

め、通常は手動停止する必要は

ない。 

- 

11   ログ収集 地方公会計標準ソフトウェアの

障害発生時に原因究明のための

調査に必要な Web/AP サーバに出

力されている各種ログを収集す

る。 

APgt01_ ログ

収集.bat 

 

12 地方公会計標準ソフトウェアの

障害発生時等に原因究明のため

の調査に必要な DB サーバに出力

されている各種ログを収集する。 

DBgt01_ ログ

収集.bat 

13 リストア 地方公会計標準ソフトウェアの

障害発生時等に、事前に取得した

バックアップファイルからデー

タベースやファイルを復旧する。 

DBbk02_DB 戻

し.bat 

データベー

スやファイ

ルの復旧が

必要な場合

に実施。 
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項

番 

区分 1 区分 2 運用業務 業務内容 運用ツール 

ファイル名称 

備考 

14 DB 強制再起

動 

DB バックアップ、リストア、再

編成バッチを実行した際に、途中

で処理が止まり、各処理が行えな

い場合に、データベースを強制的

に再起動する。 

DBmt99_ 強制

再起動.bat 

運用ツール

のDBバック

アップ、リ

ストア、再

編成バッチ

を実行した

際に処理が

止まった場

合に実施。 

15   DB 空きペー

ジ解放 

データベースの使用量を増大さ

せないように不要なデータを削

除するためにデータベースの空

きページの解放を行う。本バッチ

はオンラインサービスを停止せ

ずに実行することができる。ただ

し、DB 再編成より削除可能なデ

ータが少ないため、オンラインサ

ービスを停止できる時間を確保

できる場合は、DB 再編成を実行

することを推奨する。 

DBmt11_DB 空

き ページ解

放.bat 

 

 

 

４．２ 事前準備 

地方公会計標準ソフトウェアを新規でインストールする場合は、別冊資料「インストール

手順書」のとおりインストールを、平成 29 年 1 月 24 日のリリースより前の地方公会計標

準ソフトウェアをダウンロードし、すでにインストール済みの場合は、別冊資料「バージ

ョ ン ア ッ プ 手 順 書 」 の と お り バ ー ジ ョ ン ア ッ プ を 実 施 し 、

「C:\kokaikei\setup_zaims\unyo_tools」フォルダ内に図 3-1 に示すファイル構成の全て

のファイルが存在することを確認してください。 

 

（注）上記フォルダの「C:\kokaikei」部分は、別冊資料「地方公会計標準ソフ

トウェア インストール手順書」の「1.1 地方公会計標準ソフトウェアの前提環

境」で事前に決めた［本手順書内に記載している作業フォルダ］です。推奨値

から変更した場合は、適宜読み替えてください。 
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４．３ バックアップ 

（1） DB バックアップ 

地方公会計標準ソフトウェアのデータベースに問題が発生した場合、場合によっては、

データベースに格納していたデータが使用できなくなる可能性があります。そのため、

以下に示す手順で定期的にデータベースのバックアップを行い、障害発生時にデータベ

ースの復旧が必要となった場合は、「DBリストア」に示す手順で事前に取得したバックア

ップファイルからデータベースを復旧します。なお、以下の手順は、スタンドアロン PC

またはサーバで実施してください。 

 

（注）期末一括仕訳の場合は、項番 2)～5)を実施してください。日々仕訳の

場合は、項番 1)～項番 6)を実施してください。 

 

1) 日々仕訳の場合は、「４．１１ プロセス停止 (1)地方公会計標準ソフトウェアオ

ンラインバッチのプロセス停止」の項番 3)～7)を実施します。 

 

2) 「C:\kokaikei\setup_zaims\unyo_tools」フォルダ下の「DBbk01_DB バックアッ

プ.bat」ファイルをダブルクリックします。 

 

3) 自動的に処理が開始されます。以下のように「続行するには何かキーを押してくだ

さい・・・」のメッセージが出力されている場合は、キーボードの何れかのキーを

押してください。 
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4) 自動的に処理が続行されます。以下のように「...処理終了。DB バックアップ処理結

果を確認してください。続行するには何かキーを押してください・・・」のメッセ

ージが表示されたら、キーボードの何れかのキーを押してください。 

 

 

5) 以下の内容を確認してください。 

 

① 「C:\kokaikei\setup_zaims\unyo_tools\Logs」フォルダ下の「DBbk01_DB バッ

クアップ.log」ファイルをメモ帳等のテキストエディタで開き、以下例のよう

に“-I”のメッセージのみが出力されており、処理が正常に終了していること。

なお、処理が正常に終了していない場合は、”-E”などのエラーメッセージが

出力されます。 

 

＜処理が正常に終了している場合＞ 
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＜処理が正常に終了していない場合＞ 

 

 

② 別冊資料「インストール手順書」の「1.1 地方公会計標準ソフトウェアの前提

環 境 」 で 事 前 に 決 め た ［ HiRDB の セ ッ ト ア ッ プ 先 ］（ 推 奨 値

「C:\win32app\hitachi\hirdb_s\area」）フォルダ下の「dbbackupdata」フォル

ダに、「backupdata」ファイル及び「logfile.log」ファイルが存在すること。 

 

注 1) 障害発生時等にデータベースを復旧する必要がある場合があります。データベー

スの復旧には、本手順で取得する DB バックアップファイルが必要となります。

また、データベースの復旧を実施すると、DB バックアップファイルを取得した

時点の状態に戻りますので、定期的に DBバックアップを実施することを推奨し

ます。なお、業務繁忙期は、1 回/日の頻度でのバックアップの実施を推奨しま

す。 

注 2) 本バッチを 2 回以上実行した場合、前回取得した DB バックアップファイル及び

DB バックアップ処理実行時の処理結果リストが上書きされます。また、障害復

旧のために再度環境構築を実施した場合は、取得した DB バックアップファイル

が削除されるため、定期的に外部記憶媒体に保存する等により退避してくださ

い。 

注 3) DB バックアップは、処理が終了するまでに時間を要することがあります。 

注 4) DB バックアップが終了すると、自動的に地方公会計標準ソフトウェアオンライ

ンバッチのプロセスが起動し、以下の画面が表示されます。このまま地方公会

計標準ソフトウェアを操作される場合は、以下の画面を閉じないでください。 

 

 

6) 日々仕訳の場合は、「４．１０ プロセス起動 (3)地方公会計標準ソフトウェアのオ

ンラインバッチのプロセス起動」の項番 3)～6)を実施します。 
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（2） ファイルバックアップ 

地方公会計標準ソフトウェアのサーバに問題が発生した場合、場合によっては、サーバ

に格納していた標準ソフトウェアから出力した帳票ファイル等のデータが使用できなく

なる可能性があります。そのため、以下に示す手順で定期的にサーバのファイルバック

アップを行い、障害発生時にサーバの復旧が必要となった場合は、「ファイルリストア」

に示す手順で事前に取得したバックアップファイルからファイルを復旧します。なお、

以下の手順は、スタンドアロン PCまたはサーバで実施してください。 

 

1) 「C:\kokaikei\setup_zaims\unyo_tools」フォルダ下の「APbk01_ファイルバックア

ップ.bat」ファイルをダブルクリックします。 

 

2) 自動的に処理が開始されます。以下のように「続行するには何かキーを押してくだ

さい・・・」のメッセージが出力されている場合は、キーボードの何れかのキーを

押してください。 

 

 

3) 自動的に処理が続行されます。以下のように「...処理終了。ファイルバックアップ

処理結果を確認してください。続行するには何かキーを押してください・・・」の

メッセージが表示されたら、キーボードの何れかのキーを押してください。 

 
 

4) 以下の内容を確認してください。 

① 「C:\kokaikei\setup_zaims\unyo_tools\Logs」フォルダ下の「APbk01_ファイル

バックアップ.log」ファイルをメモ帳等のテキストエディタで開き、以下例のよ

うに“コピー成功”のメッセージが出力されており、処理が正常に終了している

ことを確認してください。なお、処理が正常に終了していない場合は、”コピー

失敗”のメッセージが出力されます。 
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＜処理が正常に終了している場合＞ 

 

 

＜処理が正常に終了していない場合＞ 

 

 

② 別冊資料「インストール手順書」の「1.1 地方公会計標準ソフトウェアの前提環

境 」 で 事 前 に 決 め た ［ HiRDB の セ ッ ト ア ッ プ 先 ］（ 推 奨 値

「C:\win32app\hitachi\hirdb_s\area」）フォルダ下に、「1.1 地方公会計標準ソ

フトウェアの前提環境」で事前に決めた［ダウンロード／アップロードフォルダ］

（推奨値「online」フォルダ）が存在すること。 

 

注 1) 障害発生時等にファイルを復旧する必要がある場合があります。ファイルの復旧

には、本手順で取得するバックアップファイルが必要となります。また、ファ

イルの復旧を実施すると、バックアップファイルを取得した時点の状態に戻り

ますので、定期的にファイルバックアップを実施することを推奨します。なお、

業務繁忙期は、1回/日の頻度でのバックアップの実施を推奨します。 

注 2) 本バッチを 2回以上実行した場合、前回取得したバックアップファイルが上書き

されます。また、障害復旧のために再度環境構築を実施した場合は、取得した

バックアップファイルが削除されるため、定期的に外部記憶媒体に保存する等

により退避してください。 
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４．４ DB 再編成 

地方公会計標準ソフトウェアでは、各機能で実行する処理により、自動的にデータベース

に格納しているデータの削除、挿入、追加を実施します。データベースに格納しているデ

ータの削除、挿入、追加を繰り返し実施すると、データベースに不要なデータが残り、デ

ータベース容量を圧迫することがあります。 

本手順に示す DB 再編成を実施することで、不要なデータを削除することができます。その

ため、定期的に DB再編成を実施することを推奨します。 

なお、以下の手順は、スタンドアロン PC またはサーバで実施してください。 

 

1) 「C:\kokaikei\setup_zaims\unyo_tools」フォルダ下の「DBmt90_DBA 権限付与.bat」

ファイルをダブルクリックします。 

 

2) 自動的に処理が開始されます。以下のように「続行するには何かキーを押してくだ

さい・・・」のメッセージが出力されている場合は、キーボードの何れかのキーを

押してください。処理が続行されます。 

 

 

3) 以下のように「...処理終了。DBA 権限の付与結果を確認してください。続行するに

は何かキーを押してください . . .」のメッセージが表示されたら、キーボードの

何れかのキーを押してください。 
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4) 「C:\kokaikei\setup_zaims\unyo_tools\Logs」フォルダ下の「DBmt90_DBA 権限付

与.log」ファイルをメモ帳等のテキストエディタで開き、最後の行に"KFPA12000-I 

Processing of SQL completed" のメッセージが出力されていることを確認してくだ

さい。 

 

 

5) 「C:\kokaikei\setup_zaims\unyo_tools」フォルダ下の「DBmt10_DB 再編成.bat」フ

ァイルをダブルクリックします。 

 

6) 自動的に処理が開始されます。以下のように「続行するには何かキーを押してくだ

さい・・・」のメッセージが出力されている場合は、キーボードの何れかのキーを

押してください。処理が続行されます。 

 

 

7) 以下のように「...処理終了。DB再編成の処理結果を確認してください。続行するに

は何かキーを押してください . . .」のメッセージが表示されたら、キーボードの

何れかのキーを押してください。 

 

 

  



13 

 

8) 「C:\kokaikei\setup_zaims\unyo_tools\Logs」フォルダ下の「DBmt10_DB 再編成.log」

ファイルをメモ帳等のテキストエディタで開き、以下例のように“-I”のメッセー

ジのみが出力されており、処理が正常に終了していることを確認してください。な

お、処理が正常に終了していない場合は、”-E”などのエラーメッセージが出力さ

れます。 

 

＜処理が正常に終了している場合＞ 

 

 

＜処理が正常に終了していない場合＞ 

 

 

9) 「C:\kokaikei\setup_zaims\unyo_tools」フォルダ下の「DBmt91_DBA 権限削除.bat」

ファイルをダブルクリックします。 
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10) 自動的に処理が開始されます。以下のように「続行するには何かキーを押してくだ

さい・・・」のメッセージが出力されている場合は、キーボードの何れかのキーを

押してください。処理が続行されます。 

 

 

11) 以下のように「...処理終了。DBA 権限の削除結果を確認してください。続行するに

は何かキーを押してください . . .」のメッセージが表示されたら、キーボードの

何れかのキーを押してください。 

 

 

12) 「C:\kokaikei\setup_zaims\unyo_tools\Logs」フォルダ下の「DBmt91_DBA 権限削

除.log」ファイルをメモ帳等のテキストエディタで開き、最後の行に"KFPA12000-I 

Processing of SQL completed" のメッセージが出力されていることを確認してくだ

さい。 

 

 

注 1) DB 再編成は、処理が終了するまでに時間を要することがあります。 

注 2) DB 再編成を実行すると、一時ファイルが別冊資料「インストール手順書」の「1.1 

地方公会計標準ソフトウェアの前提環境」で事前に決めた［HiRDB のセットアップ

先］（推奨値「C:\win32app\hitachi\hirdb_s\area」）フォルダに出力されます。該

当フォルダのドライブ（推奨値「C:\」）の空き容量が 30%程度あることを確認して

ください。 
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４．５ 団体名称変更 

地方公会計標準ソフトウェアの画面や帳票に表示される団体名称は、地方公会計標準ソフ

トウェアのインストール時に、インストール手順書の「３．１ セットアップ用ファイル

の設定」の［地方公会計標準ソフトウェア セットアップ用ファイルの設定］画面で設定

した団体名が初期登録されています。団体名称を変更する場合は、以下に示す手順で変更

してください。なお、以下の手順は、スタンドアロン PCまたはサーバで実施してください。 

 

1) 「C:\kokaikei\setup_zaims\unyo_tools」フォルダ下の「DBud01_団体名称変更.bat」

ファイルをダブルクリックします。 

 

2) ［地方公会計標準ソフトウェア 団体名称変更］画面が起動します。 

 

 

3) ［地方公会計標準ソフトウェア 団体名称変更］画面で、 

① ［自治体コード］のテキスト欄に、自治体コード（5桁）を入力します。 

② ［団体会計名称（変更後）］のテキスト欄に、変更後の団体名称（全角 60文字以内）

を入力します。 

③ ［団体会計略称（変更後）］のテキスト欄に、変更後の団体略称（全角 20文字以内）

を入力します。 

④ ［実行］ボタンをクリックします。 

 

 

① 

② 

③ 

④ 
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4) 以下のように“【正常】”の文字が表示されていることを確認してください。なお、処

理が正常に終了していない場合は、“【異常】”の文字が表示されます。 

 

＜“【正常】”の文字が表示されている場合＞ 

 

 

＜“【異常】”の文字が表示されている場合＞ 
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４．６ admin ユーザパスワード初期化 

地方公会計標準ソフトウェアのインストール時に、システム管理権限を持つユーザ「admin」

を自動的に初期登録しています。別冊資料「インストール手順書」の付録に示す手順で初

期登録ユーザ「admin」のパスワードを変更することが可能ですが、変更後のパスワードを

忘れてしまった場合、地方公会計標準ソフトウェアにログインできなくなることがありま

すので、以下の手順で admin ユーザのパスワードを初期化してください。なお、以下の手

順は、スタンドアロン PCまたはサーバで実施してください。 

 

1) 「C:\kokaikei\setup_zaims\unyo_tools」フォルダ下の「DBud02_admin ユーザパスワ

ード初期化.bat」ファイルをダブルクリックします。 

 

2) ［地方公会計標準ソフトウェア admin ユーザパスワード初期化］画面が起動します。 

 

3) ［地方公会計標準ソフトウェア admin ユーザパスワード初期化］画面で、 

① ［自治体コード］のテキスト欄に、自治体コード（5桁）を入力します。 

② ［初期化の範囲］のラジオボタンで、「当該年度のみ」または「全ての会計年度」

のいずれかを選択します。 

③ ［実行］ボタンをクリックします。 

 

（注）地方公会計標準ソフトウェアのインストール時に、2012 年度～2024 年度の admin ユ

ーザを自動的に登録しています。［初期化の範囲］のラジオボタンは、当該年度の admin ユ

ーザのパスワードのみ初期化したい場合は、「当該年度のみ」を選択し、全ての年度の admin

ユーザのパスワードを初期化したい場合は、「全ての会計年度」を選択してください。 

 

① 

② 

③ 
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4) 以下のように“【正常】”の文字が表示されていることを確認してください。なお、処

理が正常に終了していない場合は、“【異常】”の文字が表示されます。 

 

＜“【正常】”の文字が表示されている場合＞ 

 

 

＜“【異常】”の文字が表示されている場合＞ 
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４．７ 稼働年数カウントアップ 

地方公会計標準ソフトウェアでは、各固定資産台帳の稼働年数を登録しています。登録さ

れている稼働について、各地方公共団体の運用により、任意の基準日から取得年月日また

は供用開始年月日までの差分の年数を自動的に算出し、更新する必要がある場合、以下に

示す手順で稼働年数のカウントアップを実施してください。なお、以下の手順は、スタン

ドアロン PC またはサーバで実施してください。 

 

1) 「C:\kokaikei\setup_zaims\unyo_tools」フォルダ下の「DBud03_稼働年数カウントア

ップ.bat」ファイルをダブルクリックします。 

 

2) ［地方公会計標準ソフトウェア 稼働年数カウントアップ］画面が起動します。 

 

 

3) ［地方公会計標準ソフトウェア 稼働年数カウントアップ］画面で、 

① ［基準日］のテキスト欄に、任意の基準日（西暦の年月日 8桁）を入力します。 

② ［開始年月日］のラジオボタンで、「供用開始年月日」または「取得年月日」のい

ずれかを選択します。 

（注）「供用開始年月日」を入力していないデータが存在する可能性があるときは、必

ず「取得年月日」を選択してください。 

③ ［実行］ボタンをクリックします。 

 

 

① 

② 

③ 
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4) 以下のように“【正常】”の文字が表示されていることを確認してください。なお、処

理が正常に終了していない場合は、“【異常】”の文字が表示されます。 

 

＜“【正常】”の文字が表示されている場合＞ 

 

 

＜“【異常】”の文字が表示されている場合＞ 
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４．８ 建設仮勘定資産の所属変更 

地方公会計標準ソフトウェアでは、固定資産台帳に登録している建設仮勘定資産について

は、異動事由「無償所管換」（異動事由コード：301）での所属の変更はできません。その

ため、建設仮勘定資産の所属について、各地方公共団体の運用により、所属を変更する必

要がある場合、以下に示す手順で建設仮勘定資産の所属変更を実施してください。なお、

以下の手順は、スタンドアロン PCまたはサーバで実施してください。 

 

1) 「C:\kokaikei\setup_zaims\unyo_tools」フォルダ下の「DBud04_建設仮勘定資産の所

属変更.bat」ファイルをダブルクリックします。 

 

2) ［地方公会計標準ソフトウェア 建設仮勘定資産の所属変更］画面が起動します。 
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3) ［地方公会計標準ソフトウェア 建設仮勘定資産の所属変更］画面で、［資産負債区分］

のラジオボタンで、「31：事業用資産／建設仮勘定」または「61：インフラ資産／建設

仮勘定」のいずれかを選択します。 

 

 

4) ［地方公会計標準ソフトウェア 建設仮勘定資産の所属変更］画面で、所属を変更す

る建設仮勘定資産を指定します。建設仮勘定番号を指定する場合と現在の所属コード

を指定する場合で、入力するテキスト欄が異なります。 

例）・特定の建設仮勘定資産の所属を変更する場合は、建設仮勘定番号を指定します。 

  ・同一の所属が登録されている建設仮勘定資産の所属を一括で変更する場合は、現

在の所属コードを指定します。 

＜建設仮勘定番号を指定する場合＞ 

［建設仮勘定番号（半角数字 8桁）］のテキスト欄に、所属を変更する建設仮勘定資産

の建設仮勘定番号（半角数字 8桁）を入力します。 

＜現在の所属コードを指定する場合＞ 

［現在の所属コード（半角英数字 20 桁以内）］のテキスト欄に、所属を変更する建設

仮勘定資産の現在の所属コード（半角英数字 20桁以内）を入力します。 
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5) ［地方公会計標準ソフトウェア 建設仮勘定資産の所属変更］画面で、 

① ［変更後のコード］‐［所属コード（半角英数字 20 桁以内）］のテキスト欄に、

変更後の所属コード（半角英数字 20 桁以内）を入力します。 

② ［変更後のコード］‐［上位所属コード（半角英数字 20 桁以内）］のテキスト欄

に、変更後の上位所属コード（半角英数字 20 桁以内）を入力します。 

③ ［変更後のコード］‐［最上位所属コード（半角英数字 20 桁以内）］のテキスト

欄に、変更後の最上位所属コード（半角英数字 20桁以内）を入力します。 

（注）変更後のコードには、所属コードマスタに登録済みの所属コード、上位所属コ

ード、最上位所属コードを入力して下さい。また、上位所属コードには、①で入力し

た所属コードの上位の所属コードを、最上位所属コードには、②で入力した上位所属

コードの上位の所属コードを入力して下さい。 

 

 

6) ［地方公会計標準ソフトウェア 建設仮勘定資産の所属変更］画面で、［次へ］ボタン

をクリックします。 

 

 

  

① 
② 
③ 
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7) ［建設仮勘定資産の所属変更］画面で、 

① 項番 3)～5)で設定した更新内容を確認します。 

② ［はい］ボタンをクリックします。 

 

 

8) 以下例のように「DB を更新しました」のメッセージが表示されていることを確認して

ください。なお、指定した条件に一致するデータが存在しない場合は、以下例のよう

に「条件を再設定してください」のメッセージが表示されます。 

 

＜DB が更新された場合＞ 

 

 

＜指定した条件に一致するデータが存在しない場合＞ 

 
  

① 

② 
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４．９ プロセス確認 

地方公会計標準ソフトウェアが起動しない場合等には、各サーバのプロセスが起動してい

ない可能性がありますので、(1)(2)に示す手順で各サーバのプロセス状況を確認してくだ

さい。なお、以下の手順はスタンドアロン PC またはサーバで実施してください。 

 

（1） Web/AP サーバプロセス確認 

Web/AP サーバのプロセスの状況を確認する手順を示します。 

 

1) 期末一括仕訳の場合は、「C:\kokaikei\setup_zaims\unyo_tools」フォルダ下の

「APck01_プロセス確認.bat」ファイルをダブルクリックします。 

日々仕訳の場合は、「C:\kokaikei\setup_zaims\unyo_tools」フォルダ下の

「APck01_プロセス確認（日々仕訳）.bat」ファイルをダブルクリックします。 

 

2) 自動的に処理が開始されます。以下のように「続行するには何かキーを押してく

ださい・・・」のメッセージが出力されている場合は、キーボードの何れかのキ

ーを押してください。処理が続行されます。 

 

 

3) 以下のように"【正常】"の文字が表示されていることを確認してください。なお、

Web/AP サーバのプロセスが起動していない場合は、"【異常】"の文字が表示され

ます。期末一括仕訳の場合と日々仕訳の場合で画面が異なります。 

 

＜"【正常】"の文字が表示されている場合＞ 

・期末一括仕訳の場合 
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・日々仕訳の場合 

 

 

＜"【異常】"の文字が表示されている場合＞ 

・期末一括仕訳の場合 

 

 

・日々仕訳の場合 

 

4) 3)で"【異常】"の文字が表示されている場合、「４．１０ プロセス起動 (2)Web/AP

サーバのプロセス起動」及び「４．１０ プロセス起動 (3)地方公会計標準ソフ

トウェアオンラインバッチのプロセス起動」に示す手順で各プロセスを起動しま

す。 
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（2） DB サーバプロセス確認 

DB サーバのプロセスの状況を確認する手順を示します。 

 

1) 「C:\kokaikei\setup_zaims\unyo_tools」フォルダ下の「DBck01_プロセス確

認.bat」ファイルをダブルクリックします。 

2) 自動的に処理が開始されます。以下のように「続行するには何かキーを押してく

ださい・・・」のメッセージが出力されている場合は、キーボードの何れかのキ

ーを押してください。処理が続行されます。 

 

 

3) 以下のように"【正常】"の文字が表示されていることを確認してください。なお、

DB サーバのプロセスが起動していない場合は、"【異常】"の文字が表示されます。 

 

＜"【正常】"の文字が表示されている場合＞ 

 

 

＜"【異常】"の文字が表示されている場合＞ 

 

 

4) 3)で”【異常】”の文字が表示されている場合、「４．１０ プロセス起動 (1)DB

サーバのプロセス起動」に示す手順で DB サーバのプロセスを起動してください。 
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４．１０ プロセス起動 

別冊資料「インストール手順書」のとおりにインストールを行うと、OS 再起動

時に自動でプロセス起動する設定を行うことができるため、通常は手動起動す

る必要はありません。 

手動で行う必要がある場合は、以下の手順を実施してください。プロセス起動は、必ず(1)DB

サーバのプロセス起動→(2)Web/AP サーバのプロセス起動→(3) 地方公会計標準ソフトウ

ェアオンラインバッチのプロセス起動の順番で実施してください。なお、以下の手順はス

タンドアロン PC またはサーバで実施してください。 

 

（1） DB サーバのプロセス起動 

1) ［スタート］ボタンをクリックします。 

 

 

2) サーバの場合は、［下矢印］ボタンをクリックします。スタンドアロン PC の場合

は、［すべてのアプリ］をクリックします。 

 
（注）上記画面は、サーバの場合の画面です。 
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3) ［HiRDB コマンドプロンプト］をクリックして、HiRDB コマンドプロンプトを起動

します。 

 

 

4) ［HiRDB コマンドプロンプト］画面で、「pdstart」コマンドを実行します。 

 

 

5) 実行結果が KFPS05210-I メッセージであることを確認します。 

 

 

6) ［HiRDB コマンドプロンプト］画面で、「pdls」コマンドを実行します。 
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7) 実行結果で［HOSTNAME］が 2 つ表示され、全ての［STATUS］が「ACTIVE」である

ことを確認します。 

 

 

（2） Web/AP サーバのプロセス起動 

1) ［スタート］ボタンをクリックします。 

 

 

2) サーバの場合は、［下矢印］ボタンをクリックします。スタンドアロン PC の場合

は、［すべてのアプリ］をクリックします。 

 
（注）上記画面は、サーバの場合の画面です。 
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3) ［運用管理ポータル］をクリックします 

 

 

4) ［運用管理ポータルログイン］画面が起動します。 
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5) ［運用管理ポータル］画面で、 

① ［管理ユーザ ID］欄のテキストボックスに別冊資料「地方公会計標準ソフトウェ

ア インストール手順書」の「1.1 地方公会計標準ソフトウェアの前提環境」の事

前に決めておく項目で決めた管理ユーザ ID とパスワードを入力します。 

② ［ログイン］ボタンをクリックします。 

 

 

6) ［運用管理ポータル］画面で、［論理サーバの起動／停止］をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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7) ［論理サーバ起動／停止］画面で、［サーバビュー］の［運用管理ドメインの構成定

義］-［DefaultDomain］をクリックします。 

 

 

8) ［論理サーバの稼働状況］画面で、［一括起動］をクリックします。期末一括仕訳の

場合と日々仕訳の場合で画面が異なります。 

＜期末一括仕訳の場合＞ 
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＜日々仕訳の場合＞ 

 

 

9) ［一括起動］画面で、［実行］ボタンをクリックします。 
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10) ［一括起動］画面で、「KEOS20004-I DefaultDomain(Domain)の一括起動要求を受け付

けました。」メッセージを確認して［ログの表示］をクリックします 

 

 

11) ［ログの表示］画面で、「KEOS20010-I 一括起動を終了します。」メッセージを確認

して［一括起動／停止］をクリックします。 
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12) ［一括起動／停止］画面で、 

期末一括仕訳の場合は、「PRF」「kokaikei」「kokaikeiweb」の［稼働状況］が「稼

働中」であることを確認します。 

 

 

日々仕訳の場合は、「PRF」「kokaikei」「kokaikei_soap」「kokaikeiweb」

「kokaikeiweb_soap」の［稼働状況］が「稼働中」であることを確認します。 
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（3） 地方公会計標準ソフトウェアオンラインバッチのプロセス起動 

（注）期末一括仕訳の場合は、項番 1)、2)のみを実施してください。 

 

1) 「C:\kokaikei\batch\ExeParts」フォルダ下の「①StartExeParts.bat」ファイル

をダブルクリックします。 

 

2) 自動的に処理が開始されます。以下のように「実行パーツを実行中です。終了す

る場合は②StopExeParts.bat を実行してください。」のメッセージが出力されるこ

とを確認してください。 

 

 

（注）日々仕訳の場合のみ、項番 3)～6)を実施してください。 

 

3) 「C:\kokaikei\batch_hbswk\unyo_bin」フォルダ下の「①StartExeParts.bat」フ

ァイルをダブルクリックします。 

 

4) 自動的に処理が開始されます。以下のように「実行パーツ（日々仕訳用）を実行

中です。」終了する場合は②StopExeParts.bat を実行してください。」のメッセー

ジが出力されることを確認してください。 

 

 

5) 「C:\kokaikei\batch_hbswk\unyo_bin」フォルダ下の「⑪StartHbswkWatch.bat」

ファイルをダブルクリックします。 
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6) 自動的に処理が開始されます。以下のように「日々仕訳連携ファイル監視プログ

ラムを起動します。終了する場合は⑫StopHbswkWatch.bat を実行してください。」

のメッセージが表示されることを確認してください。 
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４．１１ プロセス停止 

OS 再起動時に自動でプロセス停止を行うため、通常は手動停止する必要はあり

ません。 

プロセス停止は、必ず(1) 地方公会計標準ソフトウェアオンラインバッチのプロセス停止

→(2)Web/AP サーバのプロセス停止→ (3)DB サーバのプロセス停止の順番で実施してくだ

さい。なお、以下の手順はスタンドアロン PC またはサーバで実施してください。 

 

（1） 地方公会計標準ソフトウェアオンラインバッチのプロセス停止 

（注）期末一括仕訳の場合は、項番 1)、2)のみを実施してください。 

 

1) 「C:\kokaikei\batch\ExeParts」フォルダ下の「②StopExeParts.bat」ファイル

をダブルクリックします。 

 

2) 自動的に処理が開始されます。以下のように「実行パーツを終了しています。」の

メッセージが出力されることを確認してください。なお、以下の画面は、自動的

に閉じます。 

 

 

 

（注）日々仕訳の場合のみ、項番 3)～7)を実施してください。 

 

3) 「C:\kokaikei\batch_hbswk\unyo_bin」フォルダ下の「②StopExeParts.bat」フ

ァイルをダブルクリックします。 

 

4) 自動的に処理が開始されます。以下のように「実行パーツ（日々仕訳用）を終了

しています。」のメッセージが出力されることを確認してください。なお、以下の

画面は、自動的に閉じます。 

 

 

5) 「C:\kokaikei\batch_hbswk\unyo_bin」フォルダ下の「⑫StopHbswkWatch.bat」

ファイルをダブルクリックします。 
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6) 自動的に処理が開始されます。以下のように「日々仕訳連携ファイル監視プログ

ラムを終了します。⑪StartHbswkWatch.bat のコマンドプロンプトに終了メッセー

ジが表示される事を確認してください。続行するには何かキーを押してくださ

い．．．」のメッセージが表示されたら、キーボードの何れかのキーを押してくださ

い。 

 

 

7) 4.3 節(3)の項番 6)で表示されている画面で、 

① 以下のように「日々仕訳連携ファイル監視プログラムが停止しました。」のメ

ッセージが表示されることを確認してください。メッセージが表示されるま

でに、5 分程度時間がかかる場合があります。 

② キーボードの何れかのキーを押してください。 
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（2） Web/AP サーバのプロセス停止 

1) ［スタート］ボタンをクリックします。 

 

 

2) サーバの場合は、［下矢印］ボタンをクリックします。スタンドアロン PC の場合

は、［すべてのアプリ］をクリックします。 

 
（注）上記の画面は、サーバの場合の画面です。 

 

3) ［運用管理ポータル］をクリックします 
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4) ［運用管理ポータルログイン］画面が起動します。 

 

 

5) ［運用管理ポータル］画面で、 

③ ［管理ユーザ ID］欄のテキストボックスに別冊資料「地方公会計標準ソフトウェ

ア インストール手順書」の「1.1 地方公会計標準ソフトウェアの前提環境」の事

前に決めておく項目で決めた管理ユーザ ID とパスワードを入力します。 

④ ［ログイン］ボタンをクリックします。 

 

  

① 

② 
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6) ［運用管理ポータル］画面で、［論理サーバの起動／停止］をクリックします。 

 

 

7) ［論理サーバ起動／停止］画面で、［サーバビュー］の［運用管理ドメインの構成定

義］-［DefaultDomain］をクリックします。 
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8) ［論理サーバの稼働状況］画面で、［一括停止］をクリックします。期末一括仕訳の

場合と日々仕訳の場合で画面が異なります。 

＜期末一括仕訳の場合＞ 

 

 

＜日々仕訳の場合＞ 

 

 

  



45 

 

9) ［一括停止］画面で、［実行］ボタンをクリックします。 

 

 

10) ［一括停止］画面で、「KEOS20004-I DefaultDomain(Domain)の一括停止要求を受け付

けました。」メッセージを確認して［ログの表示］をクリックします 
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11) ［ログの表示］画面で、「KEOS20015-I 一括停止を終了します。」メッセージを確認

して［一括起動／停止］をクリックします。 

 

 

12) ［一括起動／停止］画面で、 

期末一括仕訳の場合は、「PRF」「kokaikei」「kokaikeiweb」の［稼働状況］が「停

止」であることを確認します。 
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日々仕訳の場合は、「 PRF」「 kokaikei 」「 kokaikei_soap」「 kokaikeiweb」

「kokaikeiweb_soap」の［稼働状況］が「停止」であることを確認します。 
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（3） DB サーバのプロセス停止 

1) ［スタート］ボタンをクリックします。 

 

 

2) サーバの場合は、［下矢印］ボタンをクリックします。スタンドアロン PC の場合

は、［すべてのアプリ］をクリックします。 

 
（注）上記の画面は、サーバの場合の画面です。 

 

3) ［HiRDB コマンドプロンプト］をクリックして、HiRDB コマンドプロンプトを起動

します。 

 

 

4) ［HiRDB コマンドプロンプト］画面で、「pdstop」コマンドを実行します。 
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5) 実行結果が KFPS01841-I 及び KFPS01850-I メッセージであることを確認します。 

 

 

6) ［HiRDB コマンドプロンプト］画面で、「pdls」コマンドを実行します。 

 

 

7) 実行結果が KFPS01853-W メッセージであることを確認します。 

 

 

  



50 

 

４．１２ ログ収集 

地方公会計標準ソフトウェアの障害発生時等は、原因究明のため、(1)(2)に示す手順で各

サーバの各種ログを取得し、地方公会計標準ソフトウェアヘルプデスクに送付していただ

く場合があります。なお、以下の手順は、スタンドアロン PC またはサーバで実施してくだ

さい。 

 

（1） Web/AP サーバログ収集 

Web/AP サーバの各種ログを収集する手順を示します。 

 

1) 「C:\kokaikei\setup_zaims\unyo_tools」フォルダ下の「APgt01_ログ収集.bat」

ファイルをダブルクリックします。 

 

2) 自動的に処理が開始されます。以下のように「続行するには何かキーを押してく

ださい・・・」のメッセージが出力されている場合は、キーボードの何れかのキ

ーを押してください。処理が続行されます。 

 

 

3) 以下のように「．．．処理終了。WebAP サーバのログファイル収集結果を確認してく

ださい。続行するには何かキーを押してください・・・」のメッセージが表示さ

れたら、キーボードの何れかのキーを押してください。 

 

 

4) 「C:\kokaikei\setup_zaims\unyo_tools\Logs」フォルダ下に、以下のフォルダ及

びファイルが作成されていることを確認してください。 

 

① 「APgt01_ログ収集 yyyymmddhhmmss.zip」ファイル 

※yyyymmddhhmmss：ファイルが作成された年月日時分秒 
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② 「APgt01_ログ収集.log」ファイル 

 

（2） DB サーバログ収集 

DB サーバの各種ログを収集する手順を示します。 

 

1) 「C:\kokaikei\setup_zaims\unyo_tools」フォルダ下の「DBgt01_ログ収集.bat」

ファイルをダブルクリックします。 

 

2) 自動的に処理が開始されます。以下のように「続行するには何かキーを押してく

ださい・・・」のメッセージが出力されている場合は、キーボードの何れかのキ

ーを押してください。処理が続行されます。 

 

 

3) 以下のように「...処理終了。DB サーバのログファイル収集結果を確認してくださ

い。続行するには何かキーを押してください・・・」のメッセージが表示された

ら、キーボードの何れかのキーを押してください。 

 

4) 「C:\kokaikei\setup_zaims\unyo_tools\Logs」フォルダ下に、以下のフォルダ及

びファイルが作成されていることを確認してください。 

 

① 「DBgt01_ログ収集 yyyymmddhhmmss.zip」ファイル 

※yyyymmddhhmmss：ファイルが作成された年月日時分秒 

② 「DBgt01_ログ収集.log」ファイル 
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４．１３ リストア 

（1） DB リストア  

地方公会計標準ソフトウェアのデータベースに問題が発生した場合、場合によっては、

データベースに格納していたデータが使用できなくなる可能性があります。そのため、

「４．３ (1)DB バックアップ」に示す手順で定期的にデータベースのバックアップを行

い、障害発生時にデータベースの復旧が必要となった場合は、以下に示す手順で事前に

取得したバックアップファイルからデータベースを復旧します。なお、以下の手順は、

スタンドアロン PCまたはサーバで実施してください。 

 

（注）期末一括仕訳の場合は、項番 2)～6)を実施してください。日々仕訳の

場合は、項番 1)～項番 7)を実施してください。 

 

1) 日々仕訳の場合は、「４．１１ プロセス停止 (1)地方公会計標準ソフトウェアオ

ンラインバッチのプロセス停止」の項番 3)～7)を実施します。 

 

2) 以下の内容を確認してください。 

① 別冊資料「インストール手順書」の「1.1 地方公会計標準ソフトウェアの前提

環 境 」 で 事 前 に 決 め た HiRDB セ ッ ト ア ッ プ 先 （ 推 奨 値

「C:\ win32app\hitachi\hirdb_s\area」）フォルダ下に「rdsys02」ファイルが

格納されていること。 

 

 

② 別冊資料「インストール手順書」の「1.1 地方公会計標準ソフトウェアの前提

環 境 」 で 事 前 に 決 め た HiRDB セ ッ ト ア ッ プ 先 （ 推 奨 値

「C:\ win32app\hitachi\hirdb_s\area」）フォルダ下の「dbbackupdata」フォル

ダに「backupdata」ファイル及び「logfile.log」ファイルが格納されているこ

と。 



53 

 

 

 

3) 「C:\kokaikei\setup_zaims\unyo_tools」フォルダ下の「DBbk02_DB 戻し.bat」ファ

イルをダブルクリックします。 

 

4) 自動的に処理が開始されます。以下のように「続行するには何かキーを押してくだ

さい・・・」のメッセージが出力されている場合は、キーボードの何れかのキーを

押してください。処理が続行されます。 

 

 

5) 以下のように「...処理終了。DB バックアップファイルを DB へ書き戻した処理結果

を確認してください。続行するには何かキーを押してください・・・」のメッセー

ジが表示されたら、キーボードの何れかのキーを押してください。 
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6) 以下の内容を確認してください。 

① 「C:\kokaikei\setup_zaims\unyo_tools\Logs」フォルダ下の「DBbk02_DB 戻

し.log」ファイルをメモ帳等のテキストエディタで開き、以下例のように“-I”

のメッセージのみが出力されており、処理が正常に終了していること。なお、

処理が正常に終了していない場合は、”-E”などのエラーメッセージが出力

されます。 

 

＜処理が正常に終了している場合＞ 
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＜処理が正常に終了していない場合＞ 

 

 

② 地方公会計標準ソフトウェアが正常に動作すること。 

 

注 1) 本手順でデータベースの復旧を実施すると、DB バックアップファイルを取得し

た時点の状態に戻ります。 

注 2) DB リストアは、処理が終了するまでに時間を要することがあります。 

注 3) DB リストアが終了すると、自動的に地方公会計標準ソフトウェアオンラインバ

ッチのプロセスが起動し、以下の画面が表示されます。このまま地方公会計標

準ソフトウェアを操作される場合は、以下の画面を閉じないでください。 

 

 

7) 日々仕訳の場合は、「４．１０ プロセス起動 (3)地方公会計標準ソフトウェアのオ

ンラインバッチのプロセス起動」の項番 3)～6)を実施します。 
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（2） ファイルリストア  

地方公会計標準ソフトウェアの稼働環境に問題が発生した場合、場合によっては、障

害発生前に出力していた CSV ファイル等の参照やダウンロードができなくなります。

そのため、以下に示す手順で「４．３ (2)ファイルバックアップ」で取得したバック

アップファイルからファイルを復旧します。なお、以下の手順は、スタンドアロン PC

またはサーバで実施してください。 

 

1) 「４．３ (2)ファイルバックアップ」で事前に取得した、［ダウンロード／アップ

ロードフォルダ］（推奨値「online」フォルダ）のバックアップファイルを、別冊

資料「インストール手順書」の「1.1 地方公会計標準ソフトウェアの前提環境」

で事前に決めた［ダウンロード／アップロードフォルダ］（推奨値「C:\kokaikei_ap 

online」フォルダ）にコピーします。 

 

2) 地方公会計標準ソフトウェアの［バッチ状態確認］画面で、ファイル名をクリッ

クし、当該ファイルの参照やダウンロードができることを確認します。 
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４．１４ DB 強制再起動 

本手順に従い DB バックアップ、リストア、再編成バッチを実行した際に、途中で処理が止まり、

各処理が行えない場合に、データベースを強制的に再起動することで処理を実行できる状態にす

ることができます。なお、以下の手順は、スタンドアロン PC またはサーバで実施してくだ

さい。 

 

1) 「C:\kokaikei\setup_zaims\unyo_tools」フォルダ下の「DBmt99_強制再起動.bat」

ファイルをダブルクリックします。 

 

2) 自動的に処理が開始されます。以下のように「続行するには何かキーを押してくだ

さい・・・」のメッセージが出力されている場合は、キーボードの何れかのキーを

押してください。処理が続行されます。 

 

 

3) 以下のように「【注意】本当に DB を強制再起動しますか？中断する場合は右上の×

ボタンをクリックしてください。続行するには何かキーを押してください・・・」

のメッセージが表示されている場合は、キーボードの何れかのキーを押してくださ

い。処理が続行されます。 
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4) 以下のように「エラーが無いことを確認してください。続行するには何かキーを押

してください・・・」のメッセージが表示されたら、キーボードの何れかのキーを

押してください。 

 

 

5) 以下の内容を確認してください。 

① 「C:\kokaikei\setup_zaims\unyo_tools\Logs」フォルダ下の「DBmt99_強制再

起動.log」ファイルをメモ帳等のテキストエディタで開き、以下例のように“-I”

のメッセージのみが出力されており、処理が正常に終了していること。なお、

処理が正常に終了していない場合は、”-E”などのエラーメッセージが出力さ

れます。 

 

＜処理が正常に終了している場合＞ 
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＜処理が正常に終了していない場合＞ 
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４．１５ DB 空きページ解放 

地方公会計標準ソフトウェアでは、各機能で実行する処理により、自動的にデータベース

に格納しているデータの削除、挿入、追加を実施します。データベースに格納しているデ

ータの削除、挿入、追加を繰り返し実施すると、データベースに不要なデータが残り、デ

ータベースの容量を圧迫することがあります。 

本手順に示す DB 空きページ解放を実施することで、不要なデータを削除することができま

す。なお、本バッチはオンラインサービスを停止せずに実行することができます。ただし、

「４．４ DB再編成」に示すDB再編成を実施した場合より削除可能なデータが少ないため、

オンラインサービスを停止できる時間を確保できる場合は、DB 再編成を実行することを推

奨します。 

 

1) 「C:\kokaikei\setup_zaims\unyo_tools」フォルダ下の「DBmt11_DB 空きページ解

放.bat」ファイルをダブルクリックします。 

 

2) 自動的に処理が開始されます。以下のように「続行するには何かキーを押してくだ

さい・・・」のメッセージが出力されている場合は、キーボードの何れかのキーを

押してください。処理が続行されます。 

 

 

3) 以下のように「...処理終了。DB空きページ解放の処理結果を確認してください。続

行するには何かキーを押してください . . .」のメッセージが表示されたら、キー

ボードの何れかのキーを押してください。 
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4) 「C:\kokaikei\setup_zaims\unyo_tools\Logs」フォルダ下の「DBmt11_DB 空きペー

ジ解放.log」ファイルをメモ帳等のテキストエディタで開き、以下例のように最後

から 2 行目に“【正常】”の文字が表示されており、処理が正常に終了していること

を確認してください。なお、処理が正常に終了していない場合は、最後から 2 行目

に”【異常】”の文字が表示されます。 

 

＜処理が正常に終了している場合＞ 

 

＜処理が正常に終了していない場合＞ 

 


